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現代朝鮮語にお けるヴォイ ス 接尾辞を取り得る動詞に つ い て(再考)
- 主体と客体 となる名詞 を中心 に -
雀 昌 玉
1 . 本稿 の 目的
･本稿 の 目的は , 雀昌玉(2000:10 ト102)にお い て示 された考察結果を様々 な指
摘を鑑み ,一再整理する こ とで ある .
まず, 雀昌玉(2000)の 大まかな概要を示す ことにす る ･
2 . 雀昌玉(2000)に つ い て
雀昌玉(2000) は,.現代朝鮮語 にお けるヴォ イ ス接尾辞
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`
-
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`
- kiノ 1 を取 り得る動詞 に つ い て , 特 に動作 の 主
体と客体2となる名詞が有情名詞か無情名詞
3 かと いうこ とを中心に して 論 じた
もの で ある .
雀昌玉(200d:卜5)i
'
j:, 文法範噴と して の ヴォイ ス が形態論的に考察され , 個々
の言語にお い て 特有なも の で ある こ と を確認 し, ヴォイ ス を形態論的だけで な
く , 統辞論的, 意味論的 に も考察する機能 - 意味論的範噂と して の diathe sis
を示 して い る .
しか しながら , 雀昌玉(2000) は現代朝鮮語 にお けるヴォ イ ス を形態論的, 舵
辞論 的 , 意味論的にだ けで なく , それらに加 えて語用論的 に考察 して い る ･
魂代朝鮮語 におけるヴォ イ ス を語用論的に考察する の は, 概ね Klaima n(1 984,
1991) におい て示 された現代朝鮮語 の 記述 に基づ い て い る ･
まず , Klaiman(1991)で は , 意味論 的 に文法範噂と して の ヴォ イ ス を 3 つ の
タイ プに分けて いる . そ の 文法範噂と して の ヴォイ ス にお ける 3 つ の タイ プに
は , 動詞 の 語嚢的意味論(le xical se mantic s of v e rbs)によ っ て頻繁にヴォ イ
ス が決定される能動(a ctiv e)や中動(mi ddle) を含む基本 ヴォ イ ス タイ プ(ba sic
voice type), 意味論的役割と文法関係 の 間 の 再分布(re m叩ping)によ っ て ヴォ
イ ス が指示される受動(pa s sive)や反受動(antipassive)を含む派生ヴォイ ス タ
イ プ(de rived ヤoic e ty pe), 存在論的卓立性(ontological s alie nc e)や情報卓
立性(information s alie nce)に よ っ て ヴォ イ ス が決定され る語用論的ヴォ イ ス
タイ プ(pr agm atic v oice ty pe) があると して い る ･
また , Klaim an(1 991: 71- 175)で は , 世界の 様 々 な言語 と共 に, 現代朝鮮語
の考察も行なわれ でおり, こ れ を語用論的ヴォ イ ス タイプのうちの 逆行ヴォ イ
ス(inve r se voic e)に分類 して い る ･ こ こ で い う逆行ヴォイ ス と は, 文 にお い
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て 示 された動作が存在論的に低い 卓立性 の ある関与者(participarit)から存在
論的に高い卓立性 の ある関与者に進む睡, 動詞が動詞 の 語根 の 特別 な マ ー キ ン
グを通 して 文法化される方法 によ っ て , 明示 されるも の とされて い る .
次 に , Klaim a n(1 984:332- 335)で は, 追うと い う動作 の 主体と客体が有情名
詞同士 , ある い は無情名詞同士 で あれば, 能動文と受動文 の どち らも文法 的で
あるが, 一 方追う とい う動作 の主体が有情名詞 で客体が無情名詞 , ある い は主
俸が無情名詞 で客体が有情名詞 で あれ ば, 能動文か受動文 の どちらかが非文法
的となると して い る .
そ こ で , 雀昌 玉(2000)で は, Klaiman(1 984:332- 3 35)に お ける指摘 か ら, 客
体が主体に比 べ て有情性が高ければ, 能動文 に対応する受動文が出易 い と い う
倣説を打ち立て, gi･A1瑚常 並 9iu oi司 且7qせ包子単 車(19 98) を参考に して , ヴ
ォ イ ス 接尾辞を伴 い他動詞から受身形に なる動詞群と他動詞 か ら受身形と使役
形になる動詞群を A - G 類 4 に分類 し, 以下 の 表 を示 して い る(ただ し, A - G
類の 中で A類 は, 客体が主体に 比 べ 有情性が最も弱く , G 類は , A - G類 の 中
で, 容体が主体に比 べ 有情性が最も強い).
主体
育 無 育 虹Jヽヽヽ 育 無 有 無 有 無 育 無 有 無
客
体
有 × × × × ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
無 0 × ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ○■○
動
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表1 . A類 - G類の考察
以上 の こ とか ら, 雀昌玉(2000:22) は, 実際の用例 5 を通 じて , A - G一類の動
詞 を以下 の観点から考察 して い る 6.
①
②
③
④
主体と客体は有情名詞か無情名詞か
主体と客体がとる助詞は何か
それぞれ の動詞 の無横形と有横形が非連体形か連体形か
非連体形 の場合, それぞれ の動詞 の無横形と有横形がとる語形は何か
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それ ぞれ の 動詞 の ペ ア を考察 し た結果 , 雀 昌 玉(2000:101- 102)で は ,
Klaiman(1 984:332-3 35)にお ける考察と概ね 一 致 して い ると結論づ けて い る.
3 . 雀昌玉(200)における 問題点
雀昌玉(2000)は , 現代朝鮮語 に おけるヴォイ ス 接尾辞 に よ る派生 が存在論的
卓立性 に より行 なわれ て い る とい う Klaim an(1 984, 1991)の 考察を実際の 用例
を通 じて検証 したと い う点 , そ して 現代朝鮮語 にお い て ヴォ イ ス とア ス ペ ク ト
が何らか の 相関関係を持 っ て い るの で はない か とい う提示 7 を行 っ た点 で評価
でき る もの の , 次の 点が明確に示 されて い ない と いう問題点もある .
① A類, B類と C類の 一 部 の動詞 の ペ ア は , 9iJql瑚常並 glu ol頚旦凋せ
9i干単 車(1998)の 記述と実際の 用例 の 考察結果が - 致して い る . た
だ し, - 敦 しない 所 もある . それは雀昌玉(2000)にお い て無情名詞 に
団体名詞を入れたためだと考えられ る . また, A類とB類に含まれ る
動詞 で ありながらも, 有標形式 の動詞を含む文が多く現れ る動詞があ
っ た . これ らの 文 は, Ⅲ 虫中
`
is sta
'
( - して いる) とい うア ス ペ
ク ト形式 をとる例が最も多く , こ の場合, 主体が特定できない か, 主
体が特定で きて も意志がなく , 客体の 状態 っ まり事物の属性や地形的
状況を示すもの が ほとん どで ある .
② しか しなが ら, C類 の雪中
`
cco chta
'
(追う卜要71中
`
cc o cbkita
'
(追
わ れ る), D類の 音ヰ
`
kulkta
'
(掻く)一 首句中 `kulkhita' (かかれ
る), E類 の沓ヰヰ
`
kam s sata
'
(包み隠す卜者叫ol 中
`
ka m s s aita
'
(覆
われ る), F類の 当千 呈q-
`･eknwuluta
'
(抑える卜当き司ヰ
`
eknyulli
ta
'■(抑えられる) におい て , giJql瑚卑立 9iol瑠且瑚せ申子単 車(1998)
の記述 と実際の 用例の考察結果が - 敦 しな い ため, 雀昌玉(20 0)で 打
ち立てた仮説 が妥当なも の かどうか がは っ きり しない .
本稿 は, ②の 問題 点を再検証するもの で ある .
4 . 雀昌玉(2000)の再検証
まず, 雀昌玉(2000)でC類とされた雪中
`
cc o cbta
'
(追う)の 再検証か ら始
める こ とにする .
雀昌 玉(2000:70)で は , 実際 の用例 の中で雪中
`
c c o chta
'
(追うト費 フ1 中
`
c c ocbkita
'
(追われる) を含む文 は, 8 5あ っ たと して い る .
以下 の表は, 主体と客体 の有情名詞と無情名詞 の観点か ら費可
`
c cochta
'
(追
う)を含む 3 9例の文 を示 したもの で ある.
-
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主体
有情 無情
名詞 名詞
客
体
有情
名詞
8 8
無情
名詞
1 3 10
表 2 . 主体と客体 の有情名詞 と無情名詞の 観点 からの 考察
ただ し, 曽Jqlql 卑立 9iol瑠 旦期せgi干単 車(1998)の 記述に は , 主体が有情
名詞 で客体が有情名詞と主体が有情名詞 で客体が無情名詞 の場合 の記 述 しかな
い の に も関わらず, 実 際の 用例 で は, 全て の 組 み合わせ が ある こ とは注目 に催
する所で ある .
こ の表か ら判断すると , 雪中
`
cco chta
' (追う) はC類と い うよりもむ しろG
類に属するも の と考えられる .
次の 表は, 主体と客体 の有情名詞, 無 情名詞 の観点か ら費71 ヰ
`
c c o chkita
'
(追われ る)を含む 4 6例 の 文 を示 したも の で ある .
主俸
有情 無情
名詞 名詞
客
体
有情
名詞
7 21
無情
名詞
0 18
表 3 . 主体と客体の有情名詞 と無情名詞 の観点か らの 考察
こ の ように, 費フ1 中
`
c c ocbkita
'
(追われる)を含む文が多く出た琴由と し
て は, 雪中
`
cc o chta
'
(追う)を含む文が , 実際の 用例 で は C類と い うより も
む しろG類に属すると考えた方が い い か らだ と思われる .
<雪 中
`
c c o chta
'
(追う)にお い て 主体が有情名詞 で客体が有情名詞 の 例 >
1) 音T'd書阜 尊貴% oJ舎 管増( 音量 屯 T'd 社oJ 半切)阜 要71 舘ヱ 召阜 其%
oj阜 領増卑 音ql 貴書 王者% 司書 旦早せ舌せ% 要敦ヰ .8(農民達は白い服
を着た郷兵(俄作り の 民 間人部隊) は追わず,
を押した行商人ばかりを追 っ た . )
2) ユ 司古 寺o1 せ斗句 土t;l喜Ol
豊旦暮 夏宣旦.(そうして い る間,
出す木 の枝を振り, ハ エ を追う. )
黒 い 服 を着た英兵と背中に赤 い判
曹司ol JqJ^l 管ql ヰ盲 ヰ貴フT･司書 書き Ol
半裸 の 少女達が - り に 立ち , 香 し い 匂 い を
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<雪中
`
c c ochta
'
(追う)にお い て 主体が有情名詞 で客体が無情名詞 の 例 >
3) ol旦 昔ot句 避暑7ToJ oT叫司 瑚JRl盲 71 せ司2 寺qlJq 瑚71句
ヱ
,
CBS71せ瑚土司 oJ 曹 舎皐月(24)盲 避号句 71 せせ尊書 句中
JbadlJ^l 葡萄ヰql刀1 避率土 串 Q] 増ol 忠ヰ.(予報分野 の専門家で ある父糞氏は
気象庁 の 2 階で表象 塊 を追い, CBS気象キ ャ ス タ ー で ある娘ソ ン フ ァ 氏(24)
は全国の気象状況を地下1階の放送室で聴衆者 に伝えようと余念がない . )
4) 尊ol 司書 要瑚 或司L] ZTモ(ヰ司 召書)喜 書中 音ヰ 食中. (王 が後を追
わせる と, 足 の勝 を断ち, 捕まえてきた . )
5) 土 OJ阜 哉斗哲 吉司せ 要 且可 聖書増せ 中書 普 ol ヰ.(小人は目上 の人 の
様子ばかり追い なが ら, 顔色 ばか り変えるだ けだ . )
< 雪中 ` cc ocbta ' (追う)におい て主体が無情名詞 で客体が有情名詞 の例 >
6) 瑠巷% 斗司 圭司 召卑 唱oJol 書t=a 斗啓e,1
会 費 ヱ
主 せ斗脊e'B % 軒司q]王 領 oJ
敷ヰ .(聾塞は車籍積照会の結果, 犯 人が運転 して い た車柄が盗難車で
ある こ とを明らかに し, 犯人 を追 っ て い る. )
7) 書 手書棚旦 % 召珊瑚欄句 幸司卑 官胡 召含 量 71召 尋 五胡避 暑瑚駁
ol 増宅可 費 ヱ
ろうと,
虫ヰ .(空軍は新 しい 経済体制 の樹立と共 に,
白い ウサギで あろうと関係なく猛然と追 っ て い る . )
黒 い ウサ ギで あ
< 雪中
`
cco chta
'
(追う)にお い て 主体が無情名詞で客体が無情名詞 の例 >
8) 増尊頚 句斗 2卑盲 (- ･省略 - ･) 噂oJ喜9] 号哨 9iヱ ゼ% 安立 敷ヰ .(響
察庁外事 2課 は - 犯人 の 国内縁故の線を追 っ て い る . )
9) 増書% 望 皆Jq9] 避 % 避斗 召 且 Jq(39)7一句昔% せ阜 司書社草書 型
手 早主音ql 中耳 召Jq 句 噂骨% 費ヱ 虫q- .(輩塞はまた梁氏 の前運転手 の 金
某氏(39)が賄賂を受け取 っ た警察幹部を 一 部,
去を追 っ て い る . )
1 0) 且 手 4噴司947肘t7T
ドル+ を追う. )
暴露する こ とによ っ て金氏 の 行
｢五 重盲 せ司+ 喜雪盲叫 .(全て 494社が ｢流れる
<費71 中 `c c o cbkita' (追われる)に お い て 主体が有情名詞 で客体が有情名詞
の例>
l l) 召Jq盲 7 - 8 増9] 瑠生垣喜qljl 豊丑 oJモ 5 暮 せ7招 昔 卑せ且 呈 %
斗衣ヰ .(金氏 は 7 - 8 名 の 青少年らに追われ , 近隣の 5 階建て商店の建物の 屋
上 に上が っ て い っ た. )
1 2) 判官喜qljl 豊a ol費PT司阜 ゼ圭 bIJq (省略)(塵A どもに追われ, こ
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こ まで来た先祖が)
< 費71ヰ
`
c c o cbkita
'
(追われ る)にお い て 主体が無情名詞 で客体が有情名詞
の文 >
1 3) 豊里重量 ol 瑚 瑠草書博 司キ スl社ql
が新 しい政府 の 出奔直後, 時間 に追われながら)
1 4) 甘ot 盟主 斗音喜 呈
藍4 空包(以下省略)(公職者達
句卑% せ雀, J^B せ増ol 司軒司ヱ Olql中耳 普 71
dl 豊丑(省略)(残っ て い る 辿 も意欲を喪失, 生産性が低 下 し, これ に よ っ て
工期に追われ)
1 5) せ号 畢t]d喜 OI JtB 馨ql
1 6) OJ 社阜
豊里(以下省賂)(韓国同胞達が生活 に追われ)
oT羊司 司書 71 司五 胡 oi 沓ol 早せ句
略)(ム週は どんなにばた つ いて も, 毎 日の ように,
1 7) 卑JIB 5 I) 増ol 葛巻dl 雪月
中音ql 雲_刀_辛( 以下省
無常の 風 に追われ)
沓電人1 奇書号召 主 音Ol7一 人l 潮音 壇ol
玉 虫旨 旦 音%(省略)(豊里 数 各会旦が整塞に追われ , カリ ヨ ン市場 の小道
に入 っ て い き, デ モ を繰り広げて い る姿を)
1 8) (省賂)せ卑せ dl 草月
中古 寺号 五 里 書 01
車e'lt且 ヰ司書 喜 ヱ Ol司司司 司句 中L] 申 立 ･^B
(省略)(垂厳重に追われ , 漢方薬 の袋.を持 ち , あち こ ち避
けながら苦労する中国の 同胞達が)
<費71 中
`
c cochkita
'
(追 われる)に お い て 主体が無情名詞 で客体が無情名詞
の 文 >
1 9).(- ･省略)巧71司草書 型せ司 且 呈 土t]l 瑚早司 ス1可部司せ 土号召 olt司
oJ 全史魂生∃
ら始まるが,
2 0) 啓子阜
各 キせ7T]王 手ql 夏盈(以下省略)(景気回復は 一 般的に消費財か
労働集約的な準費財産業は後発開発途上国に追われ)
電瑚 音号且 王 半句
われ)
2 1) 昔せせql 要刀 瑚せ旦_ 呈
霊力室(以下省略)(鼻堅は現在, 中国か ら追
召t;1卑 Q] 避%1 阜 玉手卑% 覇王 Olせ旦 呈 哨
1^ ♀旨 旦三景豊(以下省略)(基塵裳に追われ , 台湾に渡来 し, 相変わらず本土
修復を最高の 理想と して掲げる非主流側)
2 2) 盈旦望ol
追われ て い る . )
｢T'T 有人1せ+ al 費 71玉 虫中 .(政治権が
2 3) 1 せ司雪 召jl瑚司qlJ^l玉 里早
防)(100日経済対策 でも 一 部現れた が,
｢締め切 り期限+ に
ヰ中波71せ 瑠早フT 脊斗dl
政府が強迫に追われ)
貴司(以下省
次に雀昌玉(2000)で D類とされた宮中
`
kulkta
'
(かく)の 再検証にう つ る .
雀昌 玉(200,:78)で は, 実際 の 用例 の 中で 音中
`
kulkta
'
(か く ト音 %1 中
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`kulkhita
'
(か かれ る) を含む文は, 3 9あ っ たと して い る .
次の 表は, 主体と客体 の有情名詞と無情名詞 の観点 か ら音中.
`
kulkta
'
(か
く)を含む 3 1例 の 文を示 したも の で ある .
主体
有情 無情
名詞 名詞
客
体
有情
名詞
0 0
無情
名詞
30 1
表 4 . 主体と客体の有情名詞と無情名詞 の観点か らの 考察
こ の 表 から判断すると , 実際の 用例の結果 か ら, 音中
`
kulkta
' (かく)は D
類とい うよりもむ しろB類に属すると考えられる .
ま た , 次 の 表 は主 体と客体 の 有情名詞 と無情名詞 の 観点 か ら 宮司 中
`
kulkhita
'
(かかれ る)を含む 8例 の文 を示 したもの で ある .
主体
有情 無情
名詞 名詞
客
体
有情
名詞
0 1
無情
名詞
6 1
表5 . 主体と客体の有情名詞と無情名詞 の観点か らの考察
上 の表で 主体が有情名詞 で客体が無情名詞 の 蕩合が 6例もある の は, 無情名
詞 に人 の 体の 一 部を入れたた.めだと考えられる .
< 音中 `kulkta
'
2 4) Ol舌};J舌喜
うに垂を掻く . )
2 5) Ol 屯ol盲
(かく)における主体が有情名詞 で客体が無情名詞 の例 >
項司71 bl 司書 音旨ヰ .(イ ジ ョ ン ソ ン君 は, きまりが暮そ
乳量史豊喜 t:l 司% 舎且 呈 量豊里(以下省略)(三選は, 塵
に かまれた所を汚い手 で掻けば)
2 6) (- ･省略)｢7T[ロl王 喫7一考% せ叫卑ql 音 Ol % 斗% g?u 手車ヰ+ 盲 斗
Jg叫71 曽o一塊ヰ .(｢あ旦も, 塵92虞を土 の底で か き , 音楽を演奏する+ と い
う事実まで, 見 つ け出した . )
2 7) I)3g 卑小避, 香港瑠 旦 号 五 首卑見 7一手号宅 cD音王
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半音7一 斉Ol( 以下
省略)(百科事典, 出版情報等の貴重な資料が収録された CD ロ ム
つ 掻き)
2 8) ^J %外 三 五 官故% 音%
用カ ー ドで , 食費をけずる時は)
も, 誰か が引
咽喜(以下省略)[主体:話題とな っ て い る人](信
以下 の例は, 慣用句的表現で ある .
2 9) ( - 省賂)卑フー ズlロ1音 型ol 虫且 句 中フTズI ヰ五里(以下省略)(怒りが
激 しく込み上げる こ とが あれば, 愚痴で もこ ぼ し)
3 0) (- ･省略) ｢フT･号 ･^J % J^ ヱ せ昔句 7T司%I:1喜 青竜斉音 頭司召+
一 般の 人々]( 以下省略) (｢革靴を履い て , 足 の 甲 の浮 い所 を掻く
[主体:
ように+)
< 音中 `kulkta' (かく)に お ける主体が無情名詞 で客体が無情名詞 の例 >
3 1) 号%l 督せ青草単ol 手当瑚9] 喜% 卑阜曹 手 公党中吉 斗雀 ol 号t]a 沓
盈% T'a叫卑qlJq 早司 京 王 虫中音 召ql(以下省略)(特に , 末端 の 公 務員 の金
を着服する こ とが で きた と いう婁塞が, 星最盛鷹を心 の奥か ら, そ こ ねて い る
と い う点に)
< 音句中 `kulkhita' (かか れる)にお ける主体が有情名詞 で客体が無情名詞 の
例>
3 2) 司書 旦主 電卓王 呈 普古 希匂% 句中貴書 ･
^a 瑚呈 重患二聖旦当主(以下
省略)[主体:相手役 の 人] (ホ ジ ュ ン ホ は , 日本刀 で た たかれる シ ー ン を撮 っ て
か ら, 掌中を実際に引 っ かかれながらも)
3 3) ユ 盲 『ユ 軒ql主 管苧 芋蔓斗 oi 胡ol 年社 音%J
戴ヰ .[主体:犯人](彼は , 『そ の他に は,
喜司ol 虫ヰ』 ヱ せ
両側 の膝と肩 に 少 しひ っ か かれた痕跡
がある』 と言 っ
●
た . )
3 4) 3 胡盲 cq71司71 音可 五 胡 ユ 司RJ ｢斗 ヱ省卑+ 斗専 .[主体:自動車 の
持ち主](3位は, あ ちこ ちか かれたり , つ ぶれたゆがんだ ｢事故前科+ 車輪 . )
< 音可ヰ
`
kulkhita
'
(か か れる)にお ける主体が無情名詞 で客体が有情名詞 の
例>
3 5) 旦 鮎 圭ql 重畳皇
れた時)
瑚(以下省略) (補綴物固定装 等に ひ っ か
< 音句中
`
kulkhita
'
(か かれ る)にお ける主体が無情名詞 で客体が無情名詞の
例>
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3 6) 尊卑ql 脅せ曽卑 電車昔 ol 盟主 せ切ql･Al 司卑ql 音O1 7T7i 叫音電 召
♀[主体:も の , 客体:衣服] (水 中に硫酸塩 と塩化物 が ある状態 で , 衣服 に ひび
が入 っ たり , か かれる場･合)
次に雀昌玉(20 00)で E類とされ た沓ヰ中 `kamss ata ' (覆う)の 再検証 にう つ
る .
雀昌玉(2000:83)で は , 実際の 用例にお い て , 沓ヰヰ
`
ka m sata
'
(覆う卜者
ヰol 中
`
ka m s s aita
'
(覆われ る) を含む例 は 5 4あ っ たと して い る .
次の表は主体と客体の有情名詞と無情名詞 の観点か ら肴ヰヰ `kaⅦs s ata ' (覆
う)を含む 5 2例の文 を示 したもの で ある .
主体
有情 無情
名詞 名詞
客
体
有情
名詞
3 6
無情
名詞
ll 32
表 6 . 主体と客体の有情名詞と無情名詞の 観点からの 考察
こ の 結果か ら判断す ると, 実際の用例に おい て沓叫中
`
kam s s ata
'
(覆う)紘
E 類よりもむ しろ G類に属すると思われ る .
しか しながら, 次 の表か らわかる ように , 実際の 用例にお い て G類に属する
動詞 で ありなが らも , 沓叫ol 中
`
ka ms s aita
'
(覆われる) を含む文は 2 例 しか
現れ て い ない .
主体
有情 無情
名詞 名詞
客
俸
■有情
名詞
0 0
無情
名詞
0 2
表7 . 主体と客体の 有情名詞と無情名詞 の観点からの考察
なぜ , 沓ヰ可
`
kaIⅢS S ata
'
(覆う)は G類に属する の に , こ の ような結果に な
っ たかは今後の課唐と言える .
< 沓斗中
`
ka mss ata
'
(覆う)にお い て 主体が有情名詞 で客体が有情名詞 の例 >
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3 7) 且 ･Aa皐司沓 哨 斗･^lloJ ol せ 沓 卑召 貴卑召,里 香汝召 貴汝讃,7Moj ol
oi 官立 音司ol ol 官立 卑盲 oT 督貴 叙ol,望せ 豊% 申立 沓ヰ ヱ 暑中 .[ 主体:
母親, 客体:子供達](母性原理と いう の は , 自分 の 子 供 で ある以上 , よく で き
ようとできまい と, また器量 がよ か ろうとわる か ろ うと, 個性 が どうで能力が
どうとは気にか けず, ひ とまず包容 し, く るみ, 見 る こ と で ある . )
3 8) 早旦 普qlJ^l 71 叫希 有斗古 書阜 卑%1 旦 717r O1 書中 .｢ 主底:人 . 客誓書 T o} [主体 ,
体:人] (父母の 前で, お前 の来客を包み隠すさまは, あまり にみ っ ともない)
< 沓斗中
`
ka mgsata
'
(覆う)にお い て 主体が有情名詞 で客体が無情名詞 の例 >
3 9) 千t]B喜阜
た . )
4 0) 召尊書
書手奄且 呈 尊書% 査盈旦.(庄星達は, - ン カ チ で顔を覆 っ
司書 喜司盲 空音 室生茎(以下省格)(車重塵は, 血 を流す手を
覆 い)
4 1) 旦司 五 主 星 聖書% 生壁茎(以下省略)[主体:人](毛皮の コ ー トで轟を覆
い)
4 2) (- ･省略) 鮎 _i_坐室 車ー重杏
ol司 号 音号音 沓外項 l^
せo1ヰ .(A T& T社 の レ ン ダル ロ ピ ア ス 副会長が, 最近, 中国を かば い なが
車
ら,
言 っ たと い う こ とだ . )
4 3) ( - 省略) 昔年土句 要せヰ寸 書舎単 音胡71喜 子盲 せ可ヰ ヰ呈 ZJ せ
芸旦堂ol(以下省賂)[主体:人](プラ ス チ ッ ク の 花 の箱も, 柔らかく 晶が ある雰
囲気を与える森戸舵も, 麻で取り囲んだ花束が)
<肴ヰ中
`【ka m s s at
'
(覆う)にお い て 主体が無情名詞 で客体が有情名詞 の例 >
4 4) 71 尊王 告昔 王 OtU･L l ユ 司 O 句
‾
中朝喜 Ol 誓書 登身中(以下省略)[客体:
人] (うれしさで も悲 しみ で もな い塵虹ヒ皇の束が, く るく ると取り囲み)
4 5) ( - 省略)旦言 出 茎 盟主
囲んで い るそq)邪悪な光だけは)
4 6) 号可 7t1胡中子喜 番外 ヱ
を取り囲んで い た竹下派閥が)
辛_}t斗単 項せ阜(以下省略)(お前を取り
虫t3a 中期J^l ヰ卑壇ol( 以下省略)(特に , 金丸
< 脊外耳
`
ka m革Sata
'
(覆う)にお い て 主体が無情名詞で客体が無情名詞 の例 >
4 7) Ql喜 胡朝 里王旦書 生量% 司書習切9] rrn ♀ 辞書 T'iT旦 呈 沓食中 .(こ
れにより, 埜塞乏ニ鼻は, 義塾をカプセ ル の形 の かなり薄い膜で覆 っ た . )
4 8) 昔 頚阜
まウ ニ ヨ ン の顔
舎 ol ユ 瑚 旦 %領9] 聖書% 音感ヰ.(水に滞 れた手 が, そ の ま
を覆 っ た . )
4 9) (･ ･ ･省略)旦zl査ol 地 壁_g_% 阜号 音卑ヱ 虫q
･
.(危機感がア シ
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ア ナ ビ ル をす べ て覆 っ て い る . )
5 0) (- ･省賂)司司書
筋肉が原因だ . )
5 1) ot 曹司喜 Zi ヰヱ
沓ヰ 立 党喜 モ卑ol 避oJol ヰ.(塵を取り囲ん で い る
Ri古 井ヰ主 音勢子 甘辛卑 ♀ 三ql王 者斗号 音卑早
盲( 以下省格)(ア ラ ル 海を取 り
国 の東北部は)
囲ん で い る カザフ 共和 国 の 南部 とウ ズ ベ ク 共和
< 沓斗o1 中 `kam ssaita' (覆われ る)に お い て 主体が無情名詞 で客体が無情名
詞 の例 >
5 2) (- ･省略)ql 型dl 者ヰoJ 7T7oJ小言(以下省略) (ベ ー ル に つ つ まれた個人
史を)
5 3) 7tス川 音 叫屯 讃ol 号音卑jn丑生聖 讃ol 旨黄(以下省格)[主体:普 ,
客体:雪](枝に雪が降 っ たも の が, 分厚く つ つ まれたもの が , 雪花)
次に雀昌 玉(2000)で F類 とされ た当千王中
`
eknyuluta
'
(抑 える)の 再検証
にう つ る .
雀昌玉(2000:87)で は, 実際の 用例に お い て , 弓手旦 q
`
ekn v uluta
'
(抑 え
る)一 句き司ヰ
`
ekn 甘ullita
'
(抑えられる) を含む文は, 5 3 あ っ たと して い る .
次の 表は, 主体と客体の有情名詞と無情名詞 の観点 か ら無標 の動詞を含む 3
7例の 文を示 したもの である .
主体
有情 無情
名詞 名詞
客
体
有情
名詞
0 2
無情
名詞
16 19
表 8 . 主体と客体の有情名詞と無情名詞 の観点か らの 考察
こ の 結果から判断すると , 当千 旦 中
`
eknyuluta
'
(抑える)は F類で なく ,
表1 に示 されて い ない 動詞群に属すると思われる 9.
次 の.表 は, 主 体 と客体 の 有 情名 詞 と無情名詞 の 観 点か ら司書司q
-
`-
eknvullita
'
(抑えられ る)を含む 1 6例の 文 を示 したもの である .
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主体
有情 無情
名詞 名詞
.
客
体
有情
名詞
3 2
無情
名詞
1■ 10
表 9 ･ 主体と客体の有情名詞と無情名詞 の観点か らの考秦
< 当千 旦ヰ
`
eknw uluta
'
(抑 える)に お い て 主体が有情名詞 で客体が 無情名詞
の例>
5 4) 珪盲(･ ･ 省格 - ･)阜せ可旨 沓瑠%
量感壊を抑える こ とが で きな い . )
5 5) o一軒土 司 主 星 盲
頚ヰ .(ア ハ ス ペ ル ツ は
旦三豊 手7t 駁q- .(塾は ,
ヰ}LJ呈 旦 呈刀1 覇盲 7一書含 当千圭司 ユ
, 自らも分 か らず, 重な麹を抑えながら,
覗 っ た . )
5 6) (- ･省略)番人1 杏%き司旦中 人1号 音碁% 句千喜
[主体:話 し手](展示場を見渡 し, 始終, 興奮 を抑え る
込み上げ
土L;j暮 せ
そ の 少女を
午7T 忠恕音L] ヰ.』
こ
■
とが で きま せ ん で し
た.』)
5 7) (- 省格)旦古 里豊過重喜 旦三豊 召ol 観音L] ヰ.(わたく し
れんばかり の感慨を抑えるす べ があり ませ ん . )
5 8) (･ ･ ･省略)呈 叶oJ喜 e,l 史適量旦__ゼ甘利潮音 当千喜
格)(旦 二 三A達が, 王立三上旦猛煙塵丞を抑える自信を)
をま, あふ
斗 J^J % (以下省
< 当千豊 中
`
eknwuluta
'
(抑える)に お い て 主体が無情名詞 で客体が有情名詞
の例 >
5 9) (･ - 省略)外宮 敵ol ヰ喜 弓手 主 音
塑を抑えるぎりぎり のカは)
6 0) gL l瑚叫7l oJ社%
otま単 旦%(以下省賂)(わけなく
盟主星旦 o1晋 Oi 沓 ノ+ しT て= 観音 讃ol ヰ.[主体:北朝
鮮](い っ ま でム堅を抑え, 引き連れ て いく こ とはできない の だ. )
< 当千 呈ヰ `eknw uluta ' (抑える)にお い て 主体が無情名琴で客体が無情名詞
の例>
6 1) 切替jl青 書 ユ 司 L＋ 相可司 oJ 草色ql･^l盲 t]B 奄%
略)(太重畳堅は, しか し, 政治的な側面 で は, 塵撞を抑え)
6 2) 瑠璃71五 年盲 増阜% 暑中 子 且jl 音9] 7T･司%
当千 圭 ヱ ( 以 下省
旦主星茎 敷q- .[ 主体:
政府](行政指導と いう名分を っ け, 主要製品_q?_塵格を抑えて い る . )
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6 3) (- ･省賂) 『oT司三 相羊7T 衣食% 当千王 立 虫喜 oT八1oT句号旬喜ql
瑚(以下省略)(『まだ, 政府が葦実を抑えて いるア ジア の 国民達 に)
6 4) (- ･省略) 帝禰卑 71 増ol 句初句 召瑚専有%
賂)(規制と干渉が , 今なお経済現場を抑えて い るが)
6 5) (- ･省略)ゼ719] 音 0 沓o1
狸を抑えて い る . )
6 6) 卑せ司主 音確%
えて い る光が)
当主墓室
重量喜
ol
l 千 旦 ヱ 虫旦t](以 下省
当千 王 立 虫中 .(選挙の 重圧感が精
oii古 里ol( 以下省略)(込み上をヂる盛獲を抑
<句き司q･
`
eknwullita
'
(抑えられ る)にお い て 主体が有情名詞 で客体が有情
名詞 の例>
6 7) (- 省賂) 『司書串 小菅% 胡朝 せoT阜 斗哲ol 号T=a9]瑚盈7T 司盲 頚
ol せ9] 補習ol oilt=ヰ』 ヱ( 以下省略)[主体:周り の人 々] (『抑えられたAの た
めに, 生きて来た人が, 国民 の代表 に なる こ と以上 の 改革がある か』 と)
6 8) 普 7tせ申立 司書召 斗曹ol 昔せ% 7T･ズI盲 ユ 斗瑚喜(以下省略)[主体:
周り の 人々](すなわち貧 しく , 抑えられたムが不満を持 つ それ自体を)
6 9) 司書曳t=a ヰ^J %昔Ol旦 ヱ 斗 卑盲 卑せol 有戴看りヰ.[周 りの 人 々](節
えられた自分をと い てみようとい う欲望が強 か っ たです . )
< 甲き司ヰ `eknwullita
'
(抑 えられ る)にお て 主体が有情名詞 で客体が無情名
詞 の例>
7 0) (- ･省略)脊サ沓唱dl J^1せ司t=a 小菅書 ol 瑚壱 司書串 卑子音 喜喜入1 奄
青書 71司ql且 .[主体:周り の 人々](強迫観念に苦 しめ られ た人 々 に は, 抑 えら
れた欲求を噴き出させ るよい 機会です . )
<句き句中
`
eknwu11ita
'
(抑え られる)にお い て 主体が無情名詞 で客体が有情
名詞 の例>
7 1) (- ･省略)蛍 音 O1 当き司 敷t=a ユt31o1 切替 雪増% (以下省略)[主体:
人](昼の間, 抑えられて い た彼女に対する燈整を)
7 2)(- ･省格)71JA1dl 盟主藍
<甲き司ヰ `ekn y t1 1ita
'
名詞 の例 >
7 3) ユ T]a草 食初巻ol
中神盲(以下省略)(気勢に抑えられた襲者は)
(抑えられる)にお い て主体が無情名詞 で客体が無情
ユ 号o1 盟主旦 敷ヰ7T(以下省略)(生 地 塵昼雲
が, そ の 間, 抑えられ て)
7 4) (- ･省略)『40瑚7t 司杏qlJ^l盲 旦土ゴユ遡呈早司
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司書司主 音巻社早(以
下省賂)( 『隻_O_ー壁が, 職者 では, 上
- 下か ら., 抑えられる中堅幹部)
7 5) 脊奄瑠司dl 司書吏t=a
れた市民社会の気 運が)
旦聖坐卑_gL Zl皇
ol(以下省略)(強権政治に抑えら
7-6) (- ･省略) 『号甘口l人1 杏王 召jl号骨71dl 司書患t:a 遭遇重量7T(以下省
略)(『中南米市場も, 経済恐慌期に抑えられ て い た潜在需要が)
7 7) 旦童皇 曳盈% 王甲且 王 手司 せ尊司書 五 年司古 希可t]土 互 ヰ .(抑え
られた成長を道徳 か ら奪遷 してくれ た トラジ( 曲) は, ヒ ュ ー マ ニ ス トだ . )
5 . まとめ
雀昌玉(20 00)における giJql切卑五 9lu ol 増旦 7T7せ弓子名 車(19 98) を参考に し
て打ち立て た俊説 により分類 した A - G 類 の動詞群は , 実際 の用 例 を通 じて考
察すると, 卓JqTr瑚常 並 9iol 頚且瑚せ曽千句 屯(1 998)の記述と異なるとの 言及
があり, 雀昌玉(20 00)で はそれを明確に 示され て いなか っ た .
4 の再検 証をまとめると次の ようになる .
① 実際 の 用例から判断すると , C類 の 要ヰ
`
cco cbta
'
(追 う) とE類 の
者ヰ中
`
kam s sata
'
(包み隠す)は G類に属する こ と に なる . また , D
類 の 音ヰ
`
kulkta ' (かく)は, 実際の 用例 に よる と B類 に属するこ と
にな る . ただ し , F類 の 当千 呈 q-
`
eknyuluta
'
(抑 え る)は , 実際 の
用例 によると表 1 で示されて い な い 動詞群に属する こ とに なる .
② ① の 結果 か ら, 雀昌玉(20 00)で提示 した, 表 1 の A類に 近 づ けば近 づ
く程, 対応する-受動文が現れ斯く, G 類に近づ けば近 づく程, 対応す
る受動文が現れ易い とい う坂祝は, ある程度i 倍潜性 の ある もの だ と
い う土と を示 して い ると言える .
付録
雀昌玉(200)の考察結果を簡 単に まとめると次の ようになる .
1) A類に属する動詞 - ･ ･ 敵中
`
palpta
'
(踏む), 朝ヰ
`
ilkta
'
(読む), 尊卑
`kkalta' (敷く)【ただ し, 尊卑
`kkalta' (敷く)の場合は , 曹司中
`
kkallita
'
(敷か れる)を含む文が多い . とい うのも でそれらの 文8.3:, Ⅲ 叙ヰ `is sta' (･ ･ ･
して い る)-と い うア ス ペ ク ト形式 をとる例 が最も多く, こ の場合, 主体が特定でき
ない か , 主体 が特定で きて も意志がなく , 客体の 状態つ まり事物 の属性や地形的
状況 を示す例 で ある からで ある . 〕
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主捧
有情 無情
名詞 名詞
客
体
有情
名詞
× ×
無情
名詞
○ ×
2) B類に属する動詞 - - 宮中 `tephta' (覆う), 尊卑 `t tmlhta ' ( 通す), 音
ヰ `kn 1kta' (かく) [ただ し, 留ヰ
`
tephta
'
(覆う), 尊卑 `t t恥 1hta ' ( 通す)
の場合は , 留 ol 斗
`
tephita
'
(嶺われる), 貴司ヰ
`
t t肌Ihlita
'
(通される)を含
む文が多い . とい うの もでそれ らの 文は, Ⅲ 虫ヰ `is sta' (- ･ して い る) という
ア ス ペ ク ト形式をと る例が最も多く , こ の 場合, 主体が特定できない か , 主体が
特定できて も意志が なく , 客体の状態つ まり事物の 属性や地形的状況を示す例で
あるからで ある . ]
主俸
有情 無情
名詞 名詞
客
体
有情
名詞
× ×
無碍
名詞
○ ○
3) c類に属す る動詞 - ･ 賀ヰ `icta' (忘れ る)
主体
有情 無情
名詞 名詞
客
体
有情
名詞
○ ×
無情
名詞
○ ×
4)
5)
6)
7)
D類に属する動詞
E類に属する動詞
F類に属する動詞
G類に属する動詞
● ● ■ ●
● ● ● ●
● ● ● ●
● ● ● ●
な し
な し
なし
書中
`
c co cbta
'
(追う), 沓外耳
`ka m s sat ' (覆う),
斗主 音中
`
salo capta
'
(生 け捕る)[ただ し, 沓外耳
`
ka m s s at
'
(覆う) につ いて
沓斗o1ヰ
`ka皿S S aita
'
(嶺われ る)を含む文は あまり多くなか っ た .
今後 の課題である . ]
. 主俸
有情 無情
名詞 名詞
客
体
有情
名詞
○■ ×.･
無情
名詞
○ ×
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これ つ い て は
8) その 他 当千呈 斗 `ekn甘uluta' (抑える･)
主体
有情 無情
名詞 名詞
客
体
有情
名詞
× 0
無情
名詞
○ ○
註
1 菅野裕臣(1982:280- 291)に よれば , 現代朝鮮語 にお いて 動詞 をヴォ イ ス 的に派生する方
法には以下 のもの があるとされて い る .
1) ｢ヴォイ ス接尾辞J - 基本語幹に ヴォイ ス接尾辞をつ ける方法
2)｢擬似接尾辞+ - 基本語幹に 渦 中
`
- hata
'
,
一 人1ヲ1 ヰ ` - sikhita ', 一 句ヰ
`
-
toyta
'
,
- せ申 しpat ta
'
,
一 骨申年
`
-
ta nghata
'
を つ ける方法
3) r分析的な形+ - i) 第Ⅰ 語基＋瑚 卑卑
`key hata
'
, 立)第Ⅲ語基＋司ヰ
`
cita
'
とい う方法
本稿は, 特 に 1)の ヴォイ ス 接尾辞 に つ いて詳 しく考察するもの である .
また, 本文にお ける朝鮮語 の後 の
‥
内 には Cba ng(1 996)にお い て 示された T be Yale
Ro m a ni2:atio nに よ るロ ー マ 字表記を, ()は 日本語訳を示すこ とにする .
また, ハ ン グル とロ ー マ 字を対席 した表 は次 の ようになる .
ハ ングル ｢ ラ Tl 亡. E Tエ tj 二正 1脚 ス
.
え 六六 A 淋 音 0
ロ ー マ 字 k kh k kt th tt p ph pp C ch C C S S Sh ng
ハ ングル I,_ 己 ■ロ T 1 ⊥ T I Ⅵ 可 Jl t= ⇒ ユL T T-
ロ ー マ 字 n 1 故 8 e O Y u u i ay ey Oy ya ye yO yu
ハ ン グル 甘 司 ヰ A Tl■ 胡 Jl +
ロ ー マ 字 yay Fey Y a Y e yi Y 8y Y ey uy
2 野間秀樹(1988':6 7)にお い て 言及され て い る ように , 主体と文 の 主語は 区別 されなけれ
ばならない . とい うの も現代朝鮮語にお い て 文の 主語が主体と して 明示 され るこ とが少 な
い か らで ある･ 本稿で は , 主体は行為を行なうもの, 客体は行為を受けるもの と して議論
を進め る ことにす る. これに従 えば, 受動文における主語となる名詞は 主体でなく, 客体
であるとい うこ とになる .
3 無生(in a nim ate)と有生(a nim ate)は亀井孝 ･ 河野六郎 ･ 千野栄 一 (19 96:1 365)に よれば,
｢自然界に存在する物 には人 間をも含め ると, 生命の ある物とな い 物が あ る. こ の 生命の
あるなし+を指 し示すとされ て い る . 本稿で は, 今後, 有生 ある い は無生 を指示する名詞
を有情名詞 , 無情名詞 と し, 議論を進め る ことにする . 現代朝鮮語にお ける有情名詞, 無
情名詞 の規定は , 菅野裕臣(19 95)に よ っ て なされて い る. 菅野裕臣(1995:7)によれば, 育
情名詞 は - o71瑚/- 替瑚
`
-
eykey/-ha nthey,
2
,
- o71瑚Jq/一 骨切 Jq
∫
-
eykeys e/-ha ntheys e
'
を取 りうるも の , 無情名詞は - oil
∫
- ey
'
,
- q7月 ` 一 eySe
'
を取りう るもの とされて い る .
4 雀昌玉(2000:18- 19)にお ける A - G類 の動詞群を示すと, 次 の よ うになる .
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品名, 作者名そ して出版年 につ いて は本稿末尾に あげておく .
6 ところで, 雀昌玉(2000)で考察した動詞の ペ ア は以下の ものが ある.
A類 ･ ･ - 皆ヰ
`
palpta
'
(踏むト敵句ヰ
`
palphita
'
(踏まれる), 朝ヰ
`
ilkta' ( 読む)-
封句中
`
ilkhita
'
(読まれ る), 沓ヰ
`
kkalta
'
( 敷くト脅司卑
`
kkallita
'
( 敷かれ る)
B類 - ･ 望ヰ
`
tephta
'
(覆うト留ol 卑
`
tephita
'
(覆われる), 尊卑
`
t t恥 1hta
'
(過
す)-貴司ヰ `t 加ulhlita' ( 通される)
c類 ･ - ･ 実寸 `icta ' (忘れ る)- 賀句中 `ichita' ( 忘れられる), 要ヰ
`
c c o chta' (追
う卜費71 年
`
c c o cbkita
'
(追われる)
D 類 - - 者ヰ
`
kulkta
'
(掻く卜者句中
`
kulkbita
'
(かかれる)
E類 ･ - ･ 沓斗ヰ
`
ka m 8 S at
'
(包み隠す卜者斗o1 ヰ `ka m s saita' ( 嶺われる)
F類 ･ - 句3f- 旦 ヰ
`
ekn耶1uta' (抑える)一句曹司卑
`
ekn 耶11ita' (抑えられる)
G 類 - - 斗鼻音ヰ `s alo c apta
'
(生け揺 るト斗畳替句碑
`
s alo c aph主ta
'
(生け捕られる)
また , 雀昌玉(2000:1 10)で は, 考察時の こ の観点は , 概ね , 浜之上幸 ･ 朴敬玉 ･ 雀昌玉
(2000:4 54)に従うことにすると して い る .
7 笹昌玉(2000)で は, それぞれ の動詞が非連体形 の場合, ヴォ イ ス 接尾辞をと っ て い ない
形とヴォ イ ス 接尾辞をとっ て い る形がとる語形は何か とい う観点か ら, それぞれ の動詞を
考察す ると, 沓司ヰ
`
kkallita
'
( 敷かれ る), 宅 ol ヰ
`
tephita
'
(覆われ る) そして曹司
卑 `t ty ulhlita' ( 通 され畠)とい う ヴォ イ ス 接尾辞をと っ て い る形 にお い て , Ⅲ OJ ヰ
`
issta
'
(･ - して い る) とい うア ス ペ ク ト形式をとる例が最も多く , こ の場合, 主体が特
定で きない か , 主体が 特定できても意志がなく, 客体の状態つ まり事物の 属性や地形 的状
況を示す例が ほとん どで あると し, 現代朝鮮語におい て ヴォイ ス とア ス ペ ク･ トが何らか の
相関隈係 を持っ て い る ことを暗示 して い る .
8 本稿では , 浜之上事 ･ 朴敬 玉 ･ 雀員玉(20 00:463- 464)に従い , によ っ て , 例文にお
ける主体と客体を示すこ とにす る. また , 本稿で は, 例文におい て主体や客体が 明示 され
て い ない場合は , [ ]に主体と客体が何で あっ たかを示すこ とにす る .
9 動作の 主体と客体が無情名詞で ある か有情名詞で あるかとい う観点からそ の組み合わせ
を考えると, 論理的に は 1 6 の場合があり得る . 次 の表ほ , それら 1 6 の場合 を, 動作の
客体が動作の 主体に比 べ て , 有情性が高いか低い かをふ まえ, 頗序付け, 表わ したもの で
ある.
主体
有 無 育 無 育 無 育 無 育 無 育 無 有 4証J ヽヽヽ 育 4旺ノ Iヽヽ 育 無 育 無
客
体
有 × × × て× X × × ○ ○ × × × × ○ Q × × ○ ○ ×
無 × × × ○ ○ × × × × × ○ ○ × ○ × ■○ ○ × ○ ×
育 ○ ○r,/芦
i_
I
-
,･
J
L
∫:て0 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○
無･× ×
I
:..二わ■0 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○
実際の用例から判断すると, こ の動詞 は太字＋斜体に属するも の と考えられる.
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無標形の動詞の うち
<主俸が有情名詞で客体が無情名詞 を取 り得る動詞群(A類)>
沓ヰ `kalta' (か える), 尊卑
`
kkalta'(敷く), 骨ユ ヰ
`
ta nkuta
'
(漬ける), 千旦 ヰ
`
tyuluta,
(喋らせ る), 雪中
E
}
t telta
'
( 払い落とす), 号ヰ
`
TnYut ta
'
(埋め る), 中耳 `pakta
'
(は
める), t]1 書中 `pithulta
'
(ね じる), 尊卑 `s s ahta' (積む), 連 中
`
s s uta
' (書く), 虫
ヰ
`
e n cta
'
(載せ る), 司ヰ
`
c ekta
'
(書き込む), 重量ヰ
`
coluta
'
( 締める), 年中 `c c ata･
(組む), 書中
`
thulta '(ね じる), 沓ヰ
`
kalta
'
(耕す), をヰ `kalta'(磨く), 帝ヰ `kkakkta,
( 削る), 書中
`
tulta' 持 つ), 中主q-
`
paluta
'
塗 る), 敵中
`
palpta
'
(踏む), ･^J ヰ
`
simta
,
(植える), 封中
`
ilkta
'
(読む), 召ヰ
`
c epta
'
(折りたたむ), 句中
`
ccikta
'
(押す)
< 主体が有情冬詞 で客体が無情名詞か , 主体が無情名詞で客体が有情名詞 の どちらか を
取り得る動詞群(B類)>
骨ヰ
`
ta mta
'
(盛 る), 宮中 `tephta
'
(覆う), 書中
`
s s ulta
'
(掃く), 者ヰ
`
ka mta
'
巻
く), 骨ヰ
`
takkta
'
(磨く), 尊卑 `t tmlhta' (通す)
< 主体が有情名詞で客体が有情名詞か, 主体が 有情名詞で客体が 無情名詞 の どちらか を取
り得る動詞群(c類)>
晋ヰ `kkopta
' (指折り数える), 掌中 `k ko cta' (挿す), せヰ
`
n akkta
'
(釣 る), 宮中 En ohta'
(置く ､ 放 つ), T7q ヰ `n ayta
'
(結ぶ), 書中
`
n olta' (追う), 景ヰ
`
肝 ukkta
'
(縛る),
暑中
`
pdkkta
'
( 蘇る), t]l丑q-
`
pikkota
'
ね じる), 咽繁中/嘆ヰ
`
p paya sta/p paysta
'
(餐
ラ), 晋q･
`
ppopta
'
(抜く), ヰヰ
`
s s ata
'
(包む), 実寸 `.icta ' ( 忘れる), ヰ呈 ヰ
`
c aluta
'
(切る), 沓斗 `c apta' (捕える), 書中
`
c c o･chta
'
(追う), 曹q- `t tut ta ' (む しる), 普
中 `m vulta' (噛む), 増ヰ `s sipta
' (噛む), 句中
`
epta
'
(背負う)
< 主体が有情名詞 で客体が 無情名詞か , 主体が無情名詞 で客体が有情名詞 の どちらか を取
り得る動詞群(D類)>
音ヰ
`
kulkta
'
(痛く)
< 主体が有情名詞 で客体が有情名詞 か, 主体が有情名詞で客体が 無情名詞か , 主体が無情
名詞で客体が無情名詞 の どれ か を取り得る動詞群(E類)>
沓外耳
`
ka m s s at
'
(包み隠す), 晋 中
`kk 山ta' (引く), 普ヰ
`
m alta
'
(巻く), 生ヰ
`
s s ota
'
(撃つ), 坐ヰ
`
s suta
'
(使 う), ol晋ヰ `ikkulta' (導く), O1.1Tヰ
`
a nta
'
( 抱く)
< 主体が有情名詞で客体が有情名詞 か, 主体が有情名詞で 客体が無情名詞 か, 主体が無情
名詞で客体が有情名詞 の どれか を取り得る動詞群(F類)>
句千旦ヰ
`
ekn 耶1uta
'
(抑える)
< 主体が有情名詞 で客体が有情名詞か , 主体が有情名詞 で客体が 無情名詞か , 主体が無情
名詞で客体が有情名詞 か, 主体が無情名詞 で客体が無情名詞 の どれか を取り得る動詞群(G
蘇)>
千旦 斗
`
p mluta
'
(呼ぶ)., 小量脊中 `s alo c apta' (生け締る)
5 本稿で取り扱 っ た用例は , 1 970年代以降韓国で 出版された小説と新聞の記事で ある. 作
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用例を収集 した文献 一 覧
<新聞 >
圭 };d 曽且(1993年, 1994年 の記事)
< 小説>
作品名
司書91 尊(管)
ユ 召ヰ 卦71
骨}LJ
I)T7三 t=a匂 司旨 女子
斗菅9] oT書
斗替ol 司召胡1
斗督ol 司召司2
♀司書句 型ユ司zJ 英雄
卑tl五 吉 敷ヰ
尊号 召jl17T考Ol三 宅草食
作者名
1j 胡亀
且 瑠司
ZJ oJ卑
J^ 増卑
出版年
19 89
1 990
199 3
19 93
李 文烈 1979
李 秀賢 1992
李 秀賢 1992
Ol 暮 雪 19 87
司 阜 1994
且 且41 卑ヰ･1^ 19 97
貴 中年沓旨 187T司ol舟
参考文献
Jq 相手(19 96)『号Ol昔唱』 Jq%:骨管瑚甲立喜せ乳
gi瑚瑚卑立 91･u ol 瑠且71 せg1 千句 奄(198)『曽}1 骨号Ol 斗避』 Jq%:干せ音e･t.
♀oJ 司(1993) ｢号 O19] 司音唱斗 羽音 盗電句 申子+ Jq%:啓管瑚卑立 切卑尊卑}＋卑胡 盲
tコ
ー召r .
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